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謹

賀

新

年

　

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

一
般
社
団
法
人

福
島
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な

く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災

第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
の

３
年
目
と
な
り
、
今
後
も
、

本
県
の
復
興
の
た
め
会
員
が

一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

昨
今
、
激
甚
化
す
る
災
害

に
対
し
て
は
、
協
会
員
が
協

力
し
て
対
応
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
も
地
域
に

根
差
し
た
企
業
と
し
て
、
安

全
衛
生
意
識
の
高
揚
と
地
域

防
災
活
動
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
災
害
時
の
速
や
か
な

イ
ン
フ
ラ
等
の
復
旧
に
備
え

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

復
興
と
共
に
、
全
産
業
的

に
課
題
と
な
っ
て
い
る
担
い

手
の
確
保
と
定
着
の
た
め
、

さ
ら
に
は
来
年
４
月
に
迫
っ

た
改
正
労
働
基
準
法
の
適
用

を
視
野
に
、労
働
環
境
改
善
・

生
産
性
向
上
な
ど
魅
力
あ
る

建
設
産
業
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

福
島
県
に
お
い
て
は
、
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
の

も
と
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
・

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
し
、「
福
島
県
再
エ
ネ
・

省
エ
ネ
推
進
建
築
物
整
備
指

針
」
や
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ

ら
に
基
づ
い
た
整
備
も
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
協
会
に
お
い
て
も
、

低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た

さ
ら
な
る
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ

を
推
進
す
る
た
め
に
、
省
エ

ネ
・
省
資
源
に
適
合
し
た
空

調
衛
生
設
備
機
器
へ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
、
そ
し
て
運
用
改

善
等
の
推
進
に
向
け
て
も
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環

境
を
支
え
て
い
る
の
が
、「
空

気
調
和
設
備
・
給
排
水
衛
生

設
備
」の
高
度
な
技
術
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
な
ど
未

来
に
向
け
て
様
々
な
環
境
技

術
を
駆
使
し
、
顧
客
に
良
質

で
満
足
の
い
く
設
備
の
提
供

を
最
大
の
目
的
と
し
て
業
界

の
地
位
向
上
・
発
展
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
は
、
変
異
株
対
応

の
ワ
ク
チ
ン
も
接
種
さ
れ
始

め
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
い

終
息
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　謹んで新年の御挨拶を
申し上げます。
　私は、去る10月の知事
選挙におきまして、県民
の皆様の御支持を頂き、
引き続き、県政を担わせ
ていただくこととなりま
した。皆様からの御期待
をしっかりと胸に刻み、
福島の未来を切り拓くた
め、全力で挑戦を続けて
まいります。
　福島県は、未曾有の複
合災害からの復興はもと
より、急激な人口減少、
度重なる自然災害からの

復旧、新型コロナウイルスの感染拡大防止、さらに
は原油価格・物価高騰への対応など、幾多の困難な課
題を抱えております。
　そうした中で、挑戦を絶えず「シンカ（進化・深化・
新化）」させながら、様々な逆境を乗り越えることに
より、「ふくしまプライド。」を更に光り輝かせてい
くことが重要と考えております。
　まず、震災と原発事故からの復興・再生につきまし
ては、復興の状況に応じた被災者の生活再建や事業・
生業の再生、帰還環境の整備などに取り組むととも
に、廃炉と汚染水・処理水対策や、風評の払拭と風化
の防止、移住・定住の促進など、様々な課題に全庁一
丸となって取り組んでまいります。
　次に、人口減少対策につきましては、結婚から子
育てまでの切れ目のない支援や、「福島ならでは」の
教育を推進していくほか、食・運動・社会参加を柱と
する健康づくりに力を入れ、全国に誇れる健康長寿
県を目指してまいります。
　また、農林水産業や商工業、観光業など、既存産
業の振興はもとより、新産業の創出・集積等を通じて、
若者の県内定着・還流や魅力ある雇用の場づくりなど
に取り組んでまいります。
　さらに、新型感染症につきましては、引き続き、
県民の皆様に対し感染防止対策の徹底をお願いする
とともに、国や市町村、関係団体等と緊密に連携し
ながら、感染拡大の防止と確実な医療の提供に取り
組んでまいります。加えて、物価高騰等に対しては、
需要喚起策や金融支援などにより、生活の安定と経
済の維持・再生を図ってまいります。
　これらの取組を含め、県の総合計画に掲げた目標
を一つ一つ着実に実現させながら、福島の定義を「被
災の地」から「希望の地」、さらには「復興の地」へ
と変えるべく、全力で福島の未来を切り拓いてまい
りますので、今後とも、一層の御支援、御協力をお
願い申し上げ、新年の御挨拶といたします。

福島県知事　内堀　雅雄

福島を「希望の地」へ

県総合計画の目標実現

脱炭素社会の形成推進脱炭素社会の形成推進
「
良
質
な
設
備
提
供
」第
一

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 

業
界
発
展
へ
前
進

一般社団法人福島県空調衛生工事業協会

会長　大内　弘之

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
日

空
衛
、
藤
澤
一
郎
会
長
）
は

昨
年
12
月
７
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
如
水
会
館
で
国
土

交
通
省
と
の
定
例
意
見
交
換

会
を
開
き
、
①
働
き
方
改
革

の
推
進
②
重
層
下
請
構
造
の

改
善
③
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

の
普
及
と
運
用
④
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の

推
進
⑤
資
機
材
の
価
格
高

騰
、
納
期
遅
延
⑥
企
業
と
配

置
技
術
者
の
実
績
要
件
の
緩

和
等
―
の
６
テ
ー
マ
で
話
し

合
っ
た
。

　

働
き
方
改
革
に
関
し
て

は
、
２
０
２
４
年
４
月
に
改

正
労
働
基
準
法
の
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
が
建
設
業
に

も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、「
４
週
８
閉
所
」「
適
正

な
工
期
確
保
」「
設
計
精
度

の
向
上
」
を
訴
え
た
。

　

重
層
下
請
構
造
の
改
善
に

は
、
品
質
・
安
全
性
の
低
下
、

下
請
対
価
の
減
少
等
の
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
分
離
発
注

推
進
を
重
ね
て
求
め
た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
関
し
て
は
登

録
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る

支
援
策
、
キ
ャ
リ
ア
評
価
基

準
の
見
直
し
が
必
要
と
し
、

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
推
進
に
は
導
入
コ

ス
ト
軽
減
や
人
材
養
成
へ
の

支
援
が
課
題
だ
と
し
た
。

　

価
格
高
騰
や
納
期
遅
延
が

発
生
し
て
い
る
資
機
材
に
つ

い
て
は
、
受
発
注
者
双
方
が

納
得
で
き
る
物
価
ス
ラ
イ
ド

の
仕
組
み
構
築
が
重
要
と

し
、
工
期
延
長
に
よ
る
共
通

仮
設
費
、
現
場
管
理
費
の
算

出
方
法
見
直
し
を
要
望
。
こ

の
ほ
か
入
札
参
加
者
の
拡
大

を
図
る
た
め
に
一
定
の
下
請

工
事
実
績
も
施
工
実
績
と
し

て
認
め
る
よ
う
求
め
た
。

４週８閉所推進を
日空衛と国交省

定例の意見交換会開催
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　謹んで新年の御挨拶を申し
上げます。
　建設産業に携わる皆様に
は、日頃から、社会資本の整
備や維持管理はもとより、豪
雨災害や地震災害への迅速な
対応など、県土づくりの重要
な役割を担っていただいてお
り、深く感謝を申し上げます。
　福島県は、未曾有の複合災
害からの復興だけでなく、急
激な人口減少、度重なる自然
災害からの復旧、さらには原
油価格・物価高騰への対応な
ど、幾多の困難な課題を抱え
ております。

　引き続き、関係機関と連携しながらの被災地の復旧・
復興に取り組み、津波被災地における復興まちづくり、
地域産業や観光振興の礎となる道路や港湾等の整備とと
もに、県が代行事業として実施している双葉町の帰還者
向け災害公営住宅等の整備など、復興・創生に向けた取
組を推進してまいります。
　また、インフラの維持管理につきましては、国が進め
る防災・減災、国土強靱化のための5か年加速化対策を活
用しながら、予防保全型のメンテナンスサイクルの確立
に向け、修繕工事等を促進するとともに、設備の計画的
な更新により施設の機能確保に努めてまいります。
　さらに、低炭素社会の実現に向け、環境に配慮した公
共土木施設や建築物の整備を進めてまいります。
　建築物については、室内温熱環境を向上しつつ大幅な
省エネルギー化を実現することが重要課題となっている
ことから、県有建築物のＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネル
ギー・ビル）化の取組を加速させてまいります。
　県といたしましては、社会環境の変化を見極めながら、
建築設備における新しいニーズに対応し、豊かな県民生
活の実現と持続可能な地域づくりを推進してまいりま
す。
　これらの取組を含め、県の総合計画に掲げた目標を一
つ一つ着実に実現させながら、福島の定義を「被災の地」
から「希望の地」、さらには「復興の地」へと変えるべく、
全力で福島の未来を切り拓いてまいりますので、今後と
も、一層の御支援、御協力をお願い申し上げ、新年の御
挨拶といたします。

福島県土木部長

曳地　利光

環境配慮の施設整備推進
ＺＥＢ化加速、新ニーズに対応

　

技
術
委
員
会
事
業
の
特
別

技
術
講
習
会
は
昨
年
９
月
27

日
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
た
初

の
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開
い

た
。
２
０
２
０
、
21
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
講
習

会
資
料
の
配
布
に
替
え
て
お

り
、
講
義
形
式
に
よ
る
開
催

は
３
年
ぶ
り
。
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

か
ら
講
師
２
人
を
招
き
、
コ

ロ
ナ
対
策
と
し
て
環
境
衛
生

面
か
ら
、
ト
イ
レ
を
テ
ー
マ

に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ニ
ー
ズ
や

新
工
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

建
設
設
備
工
事
を
行
う
上

で
の
課
題
研
究
や
技
術
力
水

準
、
生
産
性
の
向
上
を
目
的

‌

改
修
工
法
の
解
説（
上
）

と‌

土
屋
氏
（
下
写
真

右
）、
熊
谷
課
長�​

に
開
い
て
い
る
講
習
会
で
、

会
員
、
賛
助
会
員
合
わ
せ
て

27
社
46
人
が
受
講
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
営
業
グ
ル
ー

プ
の
土
屋
真
優
氏
が
「
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
向

け
た
施
設
ト
イ
レ
の
紹
介
」

を
テ
ー
マ
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の

外
出
先
ト
イ
レ
に
求
め
る
設

備
・
備
品
に
関
す
る
同
社
独

自
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
説

明
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
商
品

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
提
案
し

た
。

　

ト
イ
レ
で
重
視
す
る
行
動

は
、
上
位
３
項
目
を
「
石
鹸

で
手
を
洗
う
」
70
％
、「
並

ぶ
際
は
人
と
間
隔
を
あ
け

る
」
43
％
、「
便
器
の
フ
タ

を
閉
め
て
流
す
」
38
％
が
占

め
る
。
近
年
の
特
徴
は
「
水

栓
や
ボ
タ
ン
を
素
手
で
触
ら

な
い
」「
ド
ア
ノ
ブ
を
素
手

で
触
ら
な
い
」「
手
洗
い
時

は
隣
の
人
と
間
隔
を
あ
け

る
」「
小
便
器
は
隣
の
人
と

間
隔
を
あ
け
る
」
の
割
合
が

高
ま
り
15
％
～
26
％
。
手
洗

い
に
要
す
る
時
間
も
11
秒
以

上
が
以
前
の
28
％
か
ら
58
％

に
高
ま
っ
た
。

　

ト
イ
レ
に
求
め
る
設
備
に

は
非
接
触
型
の
水
栓
・
ハ
ン

ド
ソ
ー
プ
や
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
、
除
菌
ク
リ
ー
ナ
ー
、
非

接
触
で
洗
浄
で
き
る
便
器
な

ど
を
求
め
る
意
見
が
50
％
以

上
に
上
っ
た
。
こ
の
結
果
か

ら
自
由
に
洗
面
ボ
ウ
ル
位
置

を
変
更
で
き
る
マ
ー
ベ
リ
イ

ナ
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ノ
ー
タ
ッ

チ
式
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど

の
最
新
器
具
を
紹
介
し
た
。

　

熊
谷
紀
彦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

営
業
課
長
は
「
今
求
め
ら
れ

て
い
る
ト
イ
レ
和
洋
改
修
工

法
」
に
つ
い
て
講
義
。
県
内

教
育
施
設
の
ト
イ
レ
改
修
の

現
状
と
新
工
法
を
解
説
し

た
。

　

国
の
「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年

加
速
化
対
策
に
関
す
る
中
長

期
目
標
」
に
、
公
立
小
中
学

校
ト
イ
レ
洋
便
器
化
率
（
25

年
度
）
95
％
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
一
方
、
県
内
市
町
村
の

洋
便
器
率
は
約
５
割
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
今
後
急
激
な

工
事
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

21
年
４
月
に
改
正
さ
れ
た

大
気
汚
染
防
止
法
で
飛
散
す

る
石
綿
へ
の
規
制
も
強
化
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
課
題
に

対
応
す
る
た
め
「
和
洋
改
修

工
法
」
を
紹
介
し
た
。
既
存

和
便
器
を
専
用
工
法
で
カ
ッ

ト
し
、
建
物
の
構
造
性
能
を

維
持
し
た
ま
ま
の
工
法
で
、

１
基
当
た
り
の
工
期
は
２
日

程
度
、
階
下
工
事
も
不
要
で

騒
音
も
抑
制
で
き
、
石
綿
の

飛
散
も
抑
え
ら
れ
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
た
。

　

当
協
会
と
県
電
設
業
協
会

な
ど
で
構
成
す
る
県
総
合
設

備
協
会
と
県
土
木
部
の
意
見

交
換
会
が
昨
年
11
月
25
日
、

福
島
市
の
自
由
民
主
福
島
会

館
中
町
ビ
ル
で
開
か
れ
、
当

協
会
は
①
働
き
方
改
革
②
工

期
設
定
③
週
休
２
日
―

な
ど

の
議
題
を
提
案
。
課
題
解
決

に
向
け
て
意
見
を
交
わ
し

た
。

　

働
き
方
改
革
で
は
、
２
０

２
４
年
度
か
ら
の
時
間
外
労

働
時
間
の
罰
則
付
き
上
限
規

制
適
用
を
踏
ま
え
、
現
場
の

労
働
時
間
削
減
を
よ
り
進
め

る
上
で
、
県
に
対
し
「
提
出

書
類
の
簡
素
化
」「
ワ
ン
デ

ー
レ
ス
ポ
ン
ス
・
ウ
イ
ー
ク

リ
ー
ス
タ
ン
ス
の
順
守
」「
遠

隔
臨
場
や
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
活
用
促
進
」
で
の
協
力
を

求
め
た
。

　
「
遠
隔
臨
場
と
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
」
は
、
受
発
注
者

間
の
負
担
が
少
な
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
有
効
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
建
設
事
務
所
単
位
等
で

現
場
に
合
わ
せ
た
研
修
会
開

催
を
要
望
し
た
。

　

工
期
面
で
は
、
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
や
半
導
体
不
足
等
の

影
響
で
資
機
材
納
品
の
見
通

し
が
立
た
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
た
め
に
、
そ
れ
を
見
込
ん

だ
工
期
設
定
や
、
納
品
が
遅

延
し
た
際
の
繰
越
制
度
適
用

な
ど
に
よ
る
工
期
延
長
を
訴

え
た
。

　

週
休
２
日
に
つ
い
て
は
、

建
築
工
事
で
は
現
場
一
体
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
実
効
が

上
が
ら
な
い
と
し
て
、
発
注

者
指
定
に
よ
る
取
り
組
み
の

促
進
を
求
め
た
。

　

ま
た
現
場
を
ス
ム
ー
ズ
に

回
す
上
で
施
工
関
係
書
類
承

認
や
協
議
事
項
回
答
の
早
期

対
応
を
要
望
。
改
正
建
築
物

エ
ネ
ル
ギ
ー
法
に
よ
り
全
建

築
物
に
省
エ
ネ
基
準
適
合
が

義
務
化
さ
れ
、
省
エ
ネ
計
画

の
作
成
と
適
合
性
判
定
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
施
工

段
階
で
仕
様
書
等
の
範
囲
内

で
機
種
の
メ
ー
カ
ー
や
能
力

な
ど
が
変
更
と
な
る
場
合
、

省
エ
ネ
計
画
の
再
計
算
が
必

要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
、
再
計
算
の
主
体
や
費

用
負
担
の
ル
ー
ル
化
が
必
要

だ
と
主
張
し
た
。

働
き
方
改
革
の
課
題
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
会
合

　

今
年
度
の
経
営
改
善
研
修

会
は
昨
年
11
月
９
日
、
福
島

市
の
県
青
少
年
会
館
で
開
い

た
。

　

会
員
企
業
の
経
営
体
質
強

化
を
目
的
に
、
経
営
委
員
会

事
業
と
し
て
毎
年
開
い
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
２

０
２
０
、
21
年
度
は
資
料
配

布
や
動
画
視
聴
に
替
え
て
お

り
、
対
面
形
式
で
の
開
催
は

３
年
ぶ
り
。
会
員
企
業
の
経

営
者
ら
26
人
が
受
講
し
た
。

　

経
営
委
員
会
担
当
の
先
崎

良
博
副
会
長
が
「
24
年
４
月

か
ら
時
間
外
労
働
の
罰
則
付

き
上
限
規
制
が
建
設
業
に
も

適
用
さ
れ
る
。
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

講
義
は
２
部
構
成
で
、
１

部
で
は
「
働
き
方
改
革
と
そ

れ
に
伴
う
就
業
規
則
改
訂
の

ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
菅
野
峻

太
フ
ァ
ー
リ
ア
社
会
保
険
労

務
士
法
人
代
表
・
社
会
保
険

労
務
士
が
講
話
。
時
間
外
労

働
上
限
規
制
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る

た
め
の
就
業
規
則
見
直
し
を

呼
び
か
け
た
。

　

24
年
度
以
降
は
建
設
業
で

も
災
害
時
の
復
旧
・
復
興
事

業
で
の
例
外
を
除
き
原
則
と

し
て
時
間
外
労
働
の
上
限
が

月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間

と
な
る
。
こ
れ
に
先
立
っ
て

23
年
４
月
に
は
、
月
60
時
間

を
超
え
る
時
間
外
労
働
の
賃

金
割
増
率
50
％
が
中
小
企
業

に
も
適
用
と
な
る
。
経
営
改

善
の
た
め
、
労
働
時
間
の
削

減
に
取
り
組
む
必
要
性
を
挙

げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め

に
は
変
形
労
働
時
間
制
や
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
導
入
も

視
野
に
就
業
規
則
を
見
直
す

べ
き
だ
と
し
、
見
直
し
時
に

必
要
な
記
載
事
項
、
各
労
働

時
間
制
度
の
給
与
計
算
方
法

な
ど
を
解
説
し
た
。

　

２
部
で
は
近
藤
博
行
政
書

士
法
人
近
藤
事
務
所
代
表
社

員
兼
ハ
セ
ガ
ワ
ー
ク
代
表
取

締
役
社
長
が
、
現
在
の
役
職

に
就
く
ま
で
の
体
験
を
基

に
、
課
題
と
そ
れ
に
対
処
す

る
た
め
に
使
用
し
た
シ
ス
テ

ム
を
紹
介
し
た
。

　

労
働
時
間
削
減
の
た
め
、

各
社
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

を
支
給
し
、
そ
れ
に
よ
り
勤

怠
管
理
や
業
務
進
捗
を
管
理

す
る
こ
と
で
事
務
に
要
す
る

時
間
が
減
少
。
結
果
と
し
て

残
業
時
間
の
改
善
に
つ
な
が

っ
た
が
、
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
れ
ば
即
改
善
と
な
る
わ
け

で
は
な
く
、
想
定
し
た
成
果

を
得
る
た
め
に
は
事
前
に
会

社
の
方
向
性
を
話
し
合
い
、

業
務
の
改
善
・
問
題
点
等
を

洗
い
出
す
な
ど
の
事
前
準
備

が
大
切
だ
と
強
調
し
た
。

‌

３
年
ぶ
り
対
面
形
式
で
の
開

催
と
な
っ
た
研
修
会�​

年頭所感

時間外労働

上
限
規
制
の
適
用
間
近

上
限
規
制
の
適
用
間
近

経
営
改
善

研 

修 

会　

働
き
方
改
革
、対
応
学
ぶ

県総合設備協

働
き
方
改
革
で
意
見
交
換

県
土
木
部
と　

書
類
簡
素
化「
有
効
」

特別技術講習会

３
年
ぶ
り
講
義
形
式
、新
工
法
受
講

コ
ロ
ナ
下
の
衛
生
対
策
学
ぶ

コ
ロ
ナ
下
の
衛
生
対
策
学
ぶ

　

‌

◆
東
北
空
衛
協
が
ア
ン
ケ

ー
ト
実
施�​　

東
北
空
調
衛
生

工
事
業
協
会
は
、
２
０
２
４

年
度
か
ら
建
設
業
に
も
適
用

さ
れ
る
時
間
外
労
働
の
罰
則

付
き
上
限
規
制
を
踏
ま
え
、

正
会
員
55
社
を
対
象
に
「
業

務
効
率
化
の
取
り
組
み
」
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
。

　

効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
回
答
は
96
％
に
上
っ

た
。具
体
的
内
容
と
し
て「
タ

ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ
等
の
利

用
」「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
用
・
勤

怠
管
理
ソ
フ
ト
の
導
入
」
な

ど
が
主
に
挙
が
っ
た
。

　

対
応
策
を
実
施
し
た
結

果
、
情
報
の
共
有
化
等
に
つ

な
が
っ
た
と
し
た
一
方
、「
管

理
側
の
手
間
が
増
え
た
」
な

ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。
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今
年
度
の
県
優
良
建
設
工

事
表
彰
を
、
当
協
会
会
員
の

三
共
設
備
が
受
賞
し
た
。
昨

年
９
月
９
日
に
福
島
市
の
杉

妻
会
館
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
松
原
兼
一
代
表
取
締
役

が
内
堀
知
事
か
ら
表
彰
状
と

記
念
の
盾
を
受
け
た
＝
写

真
。

　

土
木
部
・
機
械
設
備
部
門

で
県
営
住
宅
上
浅
貝
団
地
改

善
工
事
（
内
部
改
善
・
機
械
）

が
受
賞
。
三
共
設
備
は

通
算
４
度
目
の
栄
誉
と

な
る
。

　

式
に
は
内
堀
知
事
を

は
じ
め
、
小
柴
宏
幸
農

林
水
産
部
長
、
曳
地
利

光
土
木
部
長
ら
両
部
の

幹
部
職
員
と
来
賓
の
渡

辺
義
信
県
議
会
議
長
、

建
設
関
係
団
体
か
ら
大

内
弘
之
当
協
会
会
長
の

ほ
か
長
谷
川
浩
一
県
建
設
産

業
団
体
連
合
会
長
、
浅
沼
秀

俊
県
建
設
業
協
会
副
会
長
、

石
川
俊
県
土
地
改
良
建
設
協

会
長
、小
檜
山
善
継
県
森
林
・

林
業
・
緑
化
協
会
長
、
松
原

文
司
県
管
工
事
協
同
組
合
連

合
会
長
、
大
槻
博
太
県
電
設

業
協
会
長
が
出
席
し
た
。
内

堀
知
事
は
「
今
後
と
も
建
設

事
業
者
が
誇
り
と
意
欲
を
持

っ
て
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
、
県
民
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
社

会
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

今
年
度
の
受
賞
工
事
は
農

林
水
産
部
６
部
門
８
件
、
土

木
部
16
部
門
28
件
。
昨
年
度

完
成
し
た
選
考
対
象
工
事
の

農
林
水
産
部
１
７
８
件
、
土

木
部
１
４
１
８
件
か
ら
選
定

し
た
。

■県優良建設工事受賞工事概要■
　【寸評】県営住宅の老朽化した給排水衛生
設備を改修する工事。
　床下と天井内の配管スペースが狭小である
上、内装解体後に各室の躯体を実測した結果、
躯体精度が不均一であり配管が収まらない部
分が生じることが判明したため、配管ルート
の見直しや下地材料の収まりを建築工事施工
者と協議調整することで床下排水管の勾配を
確保したことは、工夫が見られ全体の仕上が
りを良くしている。
　また、躯体壁のコア抜き作業前に、Ｘ線検
査を実施し探査撮影フィルムを張り付けて施
工した結果、電線や鉄筋を切断することなく
施工を進めるなど、入居者の生活に配慮した
取り組みは評価できる。
　さらには、入居者の仮移転の日程に合わせ
た工程を組み、高齢入居者の移転補助を積極
的に行い、速やかに次の改修サイクルに着手
したことや工事を完了した入居者にアンケー
トを実施し、今後の工事の参考となる内容を
整理した一連の取り組みは高く評価できるも
のであり、優秀性が認められる。
　【概要】�​▽施工地＝いわき市常磐湯本町上
浅貝地内▽請負額＝7197万3000円▽概要＝機
械設備改修工事（ＲＣ造5階建て共同住宅7棟
のうち45戸）

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん

で
新
春
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
に
は
日
頃
、

本
県
の
建
築
行
政
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
、
格
段
の
御
協

力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
３
月
に
発
生
し

た
福
島
県
沖
地
震
で
被
害
を

受
け
た
県
有
建
築
物
の
設
備

機
器
に
対
す
る
迅
速
な
修
繕

対
応
に
御
尽
力
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
や
物

価
高
騰
へ
の
対
応
な
ど
、
山

積
す
る
課
題
に
協
会
を
挙
げ

て
取
組
を
進
め
て
い
た
だ

き
、
改
め
て
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
県
政
の
羅

針
盤
と
な
る
新
た
な
総
合
計

画
及
び
社
会
資
本
整
備
に
関

す
る
最
上
位
計
画
で
あ
る
土

木
・
建
築
総
合
計
画
の
２
年

目
と
な
る
年
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
の
も
と
、

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
等

が
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

住
ま
い
の
確
保
に
向
け
て
、

双
葉
町
及
び
大
熊
町
の
帰
還

者
向
け
災
害
公
営
住
宅
等
の

代
行
整
備
事
業
等
を
本
年
も

引
き
続
き
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
拠
点
施
設

と
な
る
、「
郡
山
合
同
庁
舎
」、

「
農
業
短
期
大
学
校
ふ
く
し

ま
農
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」「
安
積
中
高
一
貫

校
」
及
び
「
安
達
地
区
に
整

備
す
る
県
立
特
別
支
援
学

校
」
な
ど
の
整
備
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
県
は
昨
年
５

月
に
「
福
島
県
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
策
定
し
、

部
門
ご
と
に
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
削
減
目
標
を
定
め
た

安
積
中
高
一
貫
校
の

完
成
予
想
図

と
こ
ろ
で
す
。
県
有

建
築
物
の
整
備
に
お

い
て
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
能
の
向
上
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
を
積
極
的
に

導
入
し
、
一
定
の
省

エ
ネ
基
準
を
達
成
す

る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
へ
の
取
組

み
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
昨
年
10
月
に
、
新

築
す
る
県
有
建
築
物
の
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
に
向
け
た
検
討
手
順
や

採
用
す
る
技
術
な
ど
を
ま
と

め
た
「
福
島
県
Ｚ
Ｅ
Ｂ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
一
層
の
推
進

に
向
け
て
は
、
既
存
施
設
へ

の
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
県
有
建
築

物
の
改
修
に
併
せ
て
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
を
図
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
う
し
た
取
組
を
確
実
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
貴
協

会
の
皆
様
の
御
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
と
の
連

携
を
強
化
し
な
が
ら
、
将
来

に
わ
た
り
安
全
で
豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
県
土
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
、
社
会
資
本
の

整
備
を
進
め
、
建
築
設
備
業

界
が
活
力
あ
る
産
業
と
し
て

持
続
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
御
支
援
、
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
本
松
市
の
今
年
度
優
良

建
設
工
事
表
彰
を
、
当
協
会

会
員
企
業
の
野
地
工
業
所
と

オ
オ
ナ
ミ
の
Ｊ
Ｖ
が
受
賞
し

た
。

　

管
工
事
部
門
で
仮
称
・
二

本
松
城
文
化
観
光
施
設
新
築

機
械
設
備
工
事
が
選
ば
れ

た
。
表
彰
式
は
昨
年
８
月
26

日
、
二
本
松
市
役
所
正
庁
で

行
わ
れ
、
三
保
恵
一
市
長
か

ら
６
部
門
13
社
の
代
表
者
に

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

今
年
度
表
彰
対
象
は
２
０

２
１
年
度
に
完
成
し
た
１
２

７
件
の
う
ち
、
審
査
対
象
と

な
る
１
０
０
０
万
円
以
上
の

工
事
76
件
か
ら
選
定
し
た
。

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
県
支
部
の
第
54
回
県
建
設

業
労
働
災
害
防
止
大
会
が
昨

年
７
月
28
日
、
福
島
市
の
エ

ル
テ
ィ
で
開
か
れ
、
関
係
者

が
労
災
減
少
・
死
亡
災
絶
滅

に
向
け
、
安
全
で
快
適
な
職

場
環
境
の
実
現
を
誓
っ
た
。

　

２
０
２
１
年
度
安
全
競
争

表
彰
の
管
工
事
部
門
で
当
協

会
会
員
企
業
の
文
化
設
備
工

業
が
優
勝
。
こ
の
ほ
か
ク
レ

ハ
設
備
が
準
優
勝
し
、
第
１

位
に
三
共
設
備
、
第
２
位
に

大
倉
工
業
所
が
３
位
に
入
賞

し
た
。

　

大
会
に
は
表
彰
受
賞
者
、

建
設
関
係
団
体
代
表
ら
１
２

０
人
が
出
席
。
長
谷
川
浩
一

支
部
長
が
「
今
年
度
は
建
災

防
の
第
８
次
建
設
業
労
働
災

害
防
止
５
カ
年
計
画
の
最
終

年
度
。目
標
達
成
を
目
指
し
、

３
大
災
害
等
の
防
止
や
、
熱

中
症
な
ど
季
節
に
応
じ
た
強

化
対
策
に
年
間
を
通
し
努
め

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

優
秀
賞
の
７
事
業
場
、
功

績
賞
の
24
人
、
安
全
競
争
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
延
べ

20
社
を
表
彰
し
た
。

　

県
総
合
設
備
協
会
（
大
槻

博
太
会
長
）
は
昨
年
11
月
11

日
、
福
島
市
の
杉
妻
会
館
で

開
か
れ
た
県
入
札
制
度
等
監

視
委
員
会
の
第
87
回
委
員
会

で
、
県
建
設
業
協
会
、
県
建

設
専
門
工
事
業
団
体
連
合

会
、
県
土
木
建
築
調
査
設
計

団
体
協
議
会
と
と
も
に
「
地

域
の
守
り
手
育
成
方
式
（
以

下
守
り
手
方
式
）」
の
運
用

等
に
対
し
意
見
を
述
べ
た
。

　

守
り
手
方
式
は
２
０
２
０

年
４
月
か
ら
試
行
さ
れ
て
い

る
指
名
競
争
入
札
。
課
題
と

し
て
、
建
設
事
務
所
管
内
ご

と
、
工
種
ご
と
に
指
名
候
補

者
数
「
お
お
む
ね
12
者
数
以

上
」
と
さ
れ
て
い
る
基
準
の

見
直
し
を
挙
げ
た
。
電
気
設

備
、
暖
冷
房
衛
生
設
備
の
各

工
事
は
こ
の
基
準
に
照
ら
し

て
現
状
、
３
管
内
で
の
運
用

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
地
域

ご
と
に
大
き
く
差
が
あ
る
事

業
者
数
を
踏
ま
え
、
競
争
性

確
保
の
観
点
か
ら
柔
軟
な
運

用
を
求
め
た
。

　

ま
た
守
り
手
方
式
は
３
０

０
０
万
円
未
満
の
工
事
が
対

象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
総
合

評
価
方
式
入
札
で
不
調
と
な

る
可
能
性
が
高
い
案
件
が
対

象
に
な
る
と
の
見
方
も
あ

り
、
運
用
に
関
す
る
基
本
的

方
針
や
基
準
を
明
確
に
示
す

べ
き
と
訴
え
た
。

　

総
合
評
価
方
式
に
つ
い
て

は
、
実
績
に
よ
る
加
点
が
次

回
入
札
で
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
な
る
と
し
た
一
方
で
、

受
注
企
業
の
固
定
化
に
つ
な

が
る
可
能
性
も
あ
る
と
指

摘
。
受
注
機
会
の
拡
大
に
つ

な
が
る
よ
う
な
運
用
改
善

や
、地
域
密
着
型
の
土
木
部
、

農
林
水
産
部
以
外
の
部
局
で

の
導
入
を
要
望
し
た
。

　

作
業
員
の
高
齢
化
、
労
働

者
不
足
に
つ
い
て
は
、
50
～

60
歳
代
が
主
力
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
５
年
で

担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

と
の
懸
念
を
示
し
た
。
採
用

に
つ
い
て
も
他
業
種
の
求
人

増
加
で
困
難
と
な
り
、
採
用

で
き
て
も
２
～
３
年
で
退
職

し
て
し
ま
う
現
状
を
説
明
。

対
応
と
し
て
、
高
齢
者
雇
用

を
入
札
時
の
評
価
項
目
に
加

え
る
な
ど
の
提
案
を
し
た
。

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
東
北

支
部
（
小
林
照
和
支
部
長
）、

日
本
電
設
工
業
協
会
東
北
支

部
（
佐
竹
勤
支
部
長
）
と
東

北
地
方
整
備
局
、
東
北
６
県

の
発
注
機
関
に
よ
る
２
０
２

２
年
度
建
築
設
備
工
事
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
昨
年
12
月

１
日
、
仙
台
市
の
江
陽
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

当
協
会
か
ら
大
内
弘
之
会
長

が
出
席
し
た
。

　
「
設
計
精
度
の
向
上
」「
分

離
発
注
の
促
進
」
な
ど
の

テ
ー
マ
を
中
心
に
意
見
を
交

換
。
受
注
側
は
、
24
年
度
か

ら
適
用
さ
れ
る
時
間
外
労
働

の
罰
則
付
き
上
限
規
制
対
応

で
は
、
円
滑
な
工
事
進
捗
に

設
計
図
の
正
確
さ
が
重
要
な

要
素
に
な
る
と
し
て
精
度
の

向
上
を
要
望
し
た
。

　

分
離
発
注
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
で
の
建
築
一
括
発
注

が
い
ま
だ
多
く
確
認
さ
れ
て

い
る
た
め
、
市
町
村
に
対
す

る
働
き
か
け
を
求
め
た
。

　建設産業の第一線で活躍
する建設技能者をたたえる
県建設業産業団体連合会

（県建産連）の会長顕彰の
今年度受賞者に、当協会会
員企業から北関東空調工業

の箱崎伸一＝写真＝さんが選ばれた。
　ものづくりに携わる建設技能者の誇り
と意欲を高め、社会的評価・地位を高めよ
うと知事、建産連会長名で顕彰している。
　顕彰式は昨年11月21日に福島市の杉妻
会館で行われ、知事顕彰9人と建産連会長
顕彰12人をたたえた。内堀知事は「技術
力向上を目指した日々の研さんや後進育
成に注いだ情熱が高く評価されたもの」
と敬意を示し、「復興創生の原動力となる
建設業の活性化へ力添えをお願いしたい」
と呼び掛けた。

＊　　　　＊
箱崎伸一さん　今回の受賞は、営繕課の
監督員、監理者の方の様々かつ的確なご
指導、関係各社のご協力によるものと深
く感謝いたします。
　これからも技術・品質の向上を目指し、
努力してまいりたいと思います。

箱崎さんが県建産連会長顕彰受賞箱崎さんが県建産連会長顕彰受賞

福
島
県
土
木
部
建
築
総
室

事

業

展

望 建築物ＺＥＢ化がカギ

2050年カーボンニュートラル達成へ

野地・オオナミＪＶ受賞
二本松市優良工事

文化観光施設機械設備で

管
工
事
部
門
優
勝

は
文
化
設
備
工
業

建
災
防
21
年
度

安
全
競
争
表
彰

県総合設備協

「
守
り
手
方
式
」
柔
軟
運
用
を

入
札
制
度
等
監
視
委
で
意
見

県優良工事

上
浅
貝
団
地

改

善

工

事　

品
質
確
保
、検
査
体
制
評
価

三
共
設
備
が
４
度
目
受
賞

三
共
設
備
が
４
度
目
受
賞

分
離
発
注
促
進
へ

働
き
か
け
を
要
望

建
築
設
備
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
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以
前
、
私
は
30
歳
に
な

る
ま
で
土
木
工
事
の
現
場

代
理
人
を
し
て
い
ま
し

た
。自
分
の
力
を
試
せ
る
、

と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
で
は
あ
っ
た
の
で
す

が
、諸
事
情
に
よ
り
近
年
、

会
社
を
た
た
む
意
向
を
伝

え
ら
れ
、
苦
労
を
共
に
し

て
き
た
仲
間
た
ち
は
も
ち

ろ
ん
同
業
種
の
道
へ
進
む

中
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た

安
全
・
品
質
・
工
程
・
資

材
管
理
等
の
管
理
能
力
を

生
か
し
、
こ
れ
を
機
に
別

な
職
種
に
進
め
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
弊
社
の
給

排
水
衛
生
・
空
調
設
備
の

設
計
施
工
管
理
業
務
の
募

集
記
事
を
見
か
け
採
用
条

件
の
中
に
、
一
級
管
工
事

ま
た
は
、
一
級
土
木
施
工

管
理
技
士
の
文
字
を
目
に

し
た
と
き
他
業
種
で
は
あ

る
が
、
今
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
、
新
し
い
事
に
挑

戦
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
思
い
切
っ
て
応

募
し
、
幸
い
採
用
と
な
り

現
在
に
至
り
ま
す
。

　

弊
社
は
、
ガ
ス
業
で
は

あ
り
ま
す
が
、
い
く
つ
か

部
署
が
あ
り
、
そ
の
中
に

あ
る
設
備
事
業
部
と
い
う

主
に
現
場
の
設
計
施
工
及

び
管
理
業
務
を
行
う
部
署

に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
途
か
ら
の
挑
戦
で
も

あ
り
、
不
安
も
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
な
ん
と
い
っ

て
も
今
ま
で
の
経
験
や
知

識
を
生
か
し
、
地
域
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
携
わ
れ
る

仕
事
と
い
う
こ
と
で
、
期

待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

　

た
だ
、
あ
る
施
設
の
空

調
機
器
の
更
新
工
事
を
受

け
持
っ
た
時
は
、
や
は
り

空
調
の
知
識
が
乏
し
く
作

業
員
の
人
達
の
会
話
も
何

を
言
っ
て
い
る
の
か
さ
え

わ
か
ら
ず
、
電
気
系
統
や

制
御
関
係
の
打
合
せ
に
な

れ
ば
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
状

態
で
、
目
が
点
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
も
ち
ろ
ん

空
調
の
技
術
的
な
面
は
勉

強
も
必
要
で
あ
り
、
現
場

で
学
ぶ
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
先
に
記
載
し

た
安
全
管
理
か
ら
資
機
材

の
管
理
等
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
の
経
験
や
知
識
を

応
用
す
る
こ
と
で
、
役
立

つ
こ
と
が
大
い
に
あ
り
、

今
後
の
や
り
が
い
と
自
信

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
は
、
一
級
管

工
事
施
工
管
理
技
士
及
び

そ
の
他
必
要
資
格
も
取
得

し
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

立
ち
向
か
い
な
が
ら
も
、

楽
し
く
現
場
を
こ
な
し
て

お
り
ま
す
。

　

人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
と
ま
で
は
い
か
な

く
て
も
、
30
歳
を
機
に
、

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、

い
ろ
ん
な
職
種
に
携
わ
れ

た
こ
と
は
、
人
と
し
て
大

い
に
成
長
で
き
た
と
思
う

し
、
と
て
も
得
を
し
た
気

分
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
ま
で
の
経

験
を
も
と
に
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
、
顧
客
や
地
域

の
人
の
安
心
で
き
、
頼
れ

る
空
衛
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目

指
し
、
自
分
の
や
る
べ
き

こ
と
を
全
う
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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30
歳
か
ら
の
挑
戦

会
津
ガ
ス
㈱
設
備
事
業
部
　
稲
村
　
勇
樹

福島県ダクト工事業協同組合
理事長　遠藤　和伸

〒960-2262
福島市在庭坂字栃清水32-1
　　　 TEL024（591）4611

組合員
㈲ 移 川 鋼 板 工 業 所
㈱ H G I  
㈱ 協 栄 工 業
㈲ 共 立 空 調 工 業
共 和 工 業 ㈱
㈱ 協 和 サ ー モ テ ッ ク
㈲佐戸川ダクト鈑金工業所
㈲　伸　　　　　　和
㈲タンノコーポレーション
㈱ 渡 辺 ダ ク ト 工 業

われら 空衛

エンジニア

‌【
８
月
】�​

▽
３
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
令
和
４
年
度
第
２
回

参
与
会
（
海
川
専
務
）
杉
妻

会
館

▽
９
日　

県
歴
史
的
建
造
物

保
全
活
用
促
進
協
議
会
第
９

回
総
会
（
海
川
専
務
）
福
島

テ
ル
サ

▽
22
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
39
回
理
事
会
（
大

内
会
長
）
杉
妻
会
館

‌【
９
月
】�​

▽
８
日　

ふ
く
し
ま
女
性
活

躍
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
希

望
会
員
）
県
男
女
共
生
セ
ン

タ
ー

▽
９
日　

令
和
４
年
度
県
優

良
建
設
工
事
表
彰
式
（
大
内

会
長
）
杉
妻
会
館

▽
９
日　

令
和
５
年
度
県
予

算
編
成
に
対
す
る
県
議
会
各

党
の
要
望
聴
取
会
（
大
内
会

長
）
県
庁

▽
21
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
27
回
全
国
会
議

（
大
内
会
長
）
旭
川
市

▽
27
日　

２
０
２
２
年
度
特

別
技
術
講
習
会
（
会
員
）
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ

▽
28
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
東
北
支
部
総
会

（
大
内
会
長
）
江
陽
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル

▽
29
日　

令
和
４
年
度
県
土

木
部
専
門
研
修
（
講
師
＝
東

北
エ
ア
コ
ン
・
鈴
石
氏
）
ふ

く
し
ま
市
町
村
支
援
機
構

‌【
10
月
】�​

▽
11
日　

令
和
４
年
度
第
１

回
専
門
工
事
業
部
会
（
有
賀

副
会
長
）
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し

ま▽
12
日　

当
協
会
親
睦
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
（
希
望
会
員
）
パ

ー
シ
モ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ▽
17
日　

伊
藤
税
理
士
に
よ

る
会
計
指
導
（
海
川
専
務
、

根
本
事
務
員
）
協
会
事
務
所

▽
20
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
全
国
事
務
局
代
表

者
会
議
（
海
川
専
務
）
東
京

都

‌【
11
月
】�​

▽
７
日　

２
０
２
２
年
度
中

間
監
査
会
（
会
長
、
会
計
理

事
、
監
事
、
事
務
局
）
協
会

会
議
室

▽
７
日　

２
０
２
２
年
度
第

５
回
役
員
会
（
会
長
、
他
役

員
）
福
島
管
工
事
会
館

▽
９
日　

２
０
２
２
年
度
経

営
改
善
研
修
会
（
会
員
）
県

青
少
年
会
館

▽
11
日　

県
の
入
札
制
度
に

対
す
る
意
見
聴
取
会
（
大
内

会
長
、
海
川
専
務
）
杉
妻
会

館▽
14
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
40
回
理
事
会
（
大

内
会
長
）
杉
妻
会
館

▽
21
日　

令
和
４
年
度
県
優

秀
施
工
者
顕
彰
式
＝
北
関
東

空
調
工
業
・
箱
崎
氏
（
先
崎

副
会
長
）
杉
妻
会
館

▽
22
日　

県
設
備
設
計
事
務

所
協
会
「
第
４
回
再
エ
ネ
省

エ
ネ
推
進
・
建
築
設
備
技
術

者
研
修
会
」（
希
望
会
員
）

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

▽
25
日　

県
土
木
部
と
の
意

見
交
換
会
（
正
副
会
長
、
支

部
長
ほ
か
）
自
由
民
主
福
島

会
館

▽
29
日　

建
設
業
法
令
順
守

講
習
会
（
希
望
会
員
）
と
う

ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化
セ
ン

タ
ー

‌【
12
月
】�​

▽
１
日　

東
北
空
衛
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
４
年
度
第
６

回
理
事
会
（
大
内
会
長
）
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▽
１
日　

建
築
設
備
工
事
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
大
内
会

長
）
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▽
２
日　

建
設
業
に
お
け
る

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
（
希

望
会
員
）
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し
ま

▽
６
日　

入
札
制
度
に
関
す

る
自
民
党
県
連
要
望
（
大
内

会
長
）
県
庁

▽
７
日　

第
２
回
広
報
委
員

会（
広
報
委
員
）協
会
会
議
室

‌【
１
月
】�​

▽
10
日　

新
年
挨
拶
ま
わ
り

（
大
内
会
長
、海
川
専
務
）
県

庁

広報委員長

山田 顕一郎
広報委員

成瀬　亨

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
空
衛

ふ
く
し
ま
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
暮
ら
し
や
仕
事
の

さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）」
を
耳
に
す
る
機
会
が

増
え
ま
し
た
。
改
め
て
調
べ

て
み
ま
す
と
、
２
０
１
５
年

に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
今
後

15
年
の
国
際
的
な
行
動
計
画

と
い
う
こ
と
で
、
今
年
２
０

２
３
年
は
す
で
に
折
り
返
し

点
の
年
に
な
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」
か

ら
は
じ
ま
る
17
の
世
界
目
標

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
読
む
と

特
に
耳
新
し
い
内
容
は
な

く
、
世
界
中
の
人
々
が
常
識

的
に
持
っ
て
い
る
価
値
観
を

理
念
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
し
ま
す
。
な
か
で
も

「
地
球
環
境
保
全
」
に
関
す

る
テ
ー
マ
が
、
日
々
の
暮
ら

し
に
最
も
直
結
し
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

　

最
近
の
天
気
予
報
を
見
聞

き
し
て
い
る
と
数
年
前
ま
で

は
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た

用
語
が
改
め
て
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

近
年
の
気
候
変
動
に
と
も
な

っ
て
事
象
が
以
前
の
用
語
で

は
表
現
・
説
明
で
き
な
く
な

っ
て
き
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ

な
の
で
し
ょ
う
。
特
に
ス
コ

ー
ル
的
な
豪
雨
は
昔
と
比
較

し
て
も
飛
躍
的
に
増
え
て
い

て
、
悲
し
い
こ
と
に
福
島
県

で
も
数
十
年
の
う
ち
に
鉄
道

の
橋
脚
が
流
失
し
た
り
、
地

域
が
浸
水
し
て
し
ま
う
ほ
ど

の
大
雨
災
害
に
複
数
回
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
は
太
古
の
昔
か

ら
あ
り
自
然
と
共
存
す
る
限

り
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の

で
は
あ
り
ま
す
が
、
被
害
に

あ
わ
れ
る
方
は
で
き
る
だ
け

少
な
く
な
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

　

個
人
と
し
て
地
球
環
境
に

負
荷
を
か
け
な
い
取
り
組
み

（
節
水
・
省
エ
ネ
・
ゴ
ミ
の

分
別
な
ど
）
は
微
々
た
る
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
温

暖
化
が
地
球
全
体
の
降
水
量

を
増
や
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
さ
さ
や
か
な
が
ら
意
識
し

て
実
行
し
て
い
か
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

万
が
一
自
然
災
害
が
発
生

し
て
し
ま
っ
て
も
、
当
協
会

員
そ
れ
ぞ
れ
が
大
震
災
を
契

機
と
し
て
防
災
意
識
は
更
に

高
ま
り
今
後
も
地
域
に
根
差

し
た
速
や
か
な
イ
ン
フ
ラ
の

復
旧
に
備
え
て
い
く
所
存
で

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
蔓
延
し
て

は
や
３
年
目
に
突
入
し
ま
し

た
。
一
刻
も
早
く
常
時
マ
ス

ク
の
必
要
の
な
い
生
活
を
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

‌【
県
北
支
部
】�​

昨
年
10
月

15
日
、
福
島
地
区
管
工
事
協

同
組
合
青
年
部
と
合
同
で
恒

例
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活

動
を
実
施
。
福
島
市
八
木
田

の
荒
川
桜
づ
つ
み
河
川
公
園

内
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の

ご
み
を
回
収
し
た
。

　

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
青
年
部
協
議
会
が
推

進
す
る
「
水
源
地
を
き
れ
い

に
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

活
動
で
、
今
回
で
27
回
目
と

な
る
。

　

‌【
い
わ
き
支
部
】�​

昨
年
10

月
27
日
、
い
わ
き
地
区
電
気

工
事
協
同
組
合
、
い
わ
き
管

工
事
協
同
組
合
、
県
電
設
業

協
会
い
わ
き
支
部
と
合
同
で

い
わ
き
市
に
対
し
市
優
良
建

設
工
事
表
彰
に
係
る
要
望
を

行
っ
た
。

　

県
内
他
市
と
比
べ
管
工

事
、
電
気
工
事
両
部
門
で
数

年
間
受
賞
対
象
が
な
い
こ
と

を
受
け
て
実
施
し
た
。

　

昨
年
10
月
12
日
、
伊
達
市

の
パ
ー
シ
モ
ン
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
、
当
協
会
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
。
17
人

（
会
員
13
人
、
賛
助
会
員
４

人
）
が
参
加
し
た
。

　

古
川
敏
博
総
務
委
員
長
が

開
会
の
挨
拶
し
、
競
技
方
法

を
説
明
。
競
技
は
18
ホ
ー
ル

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ダ
ブ

ル
ぺ
リ
ア
方
式
で
行
わ
れ
、

西
コ
ー
ス
か
ら
中
コ
ー
ス
と

中
コ
ー
ス
か
ら
東
コ
ー
ス
の

二
手
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。
ス
タ
ー
ト
時
点
の
天

候
は
曇
り
の
、
い
い
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
プ
レ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
、
参
加
者
は
日
々

錬
磨
し
た
腕
前
を
発
揮
し
な

が
ら
、
紅
葉
間
近
な
霊
山
を

満
喫
し
た
。

　

グ
ロ
ス
91
、
ネ
ッ
ト
71
・

８
の
ス
コ
ア
で
野
地
一
司
さ

ん
が
優
勝
。
表
彰
式
で
は
、

大
内
弘
之
会
長
の
挨
拶
後
、

古
川
総
務
委
員
長
よ
り
成
績

が
発
表
さ
れ
、
大
内
会
長
よ

り
賞
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り

（
最
初
の
コ
ー
ス
、
次
の
コ

ー
ス
、
ハ
ン
デ
、
ネ
ッ
ト
の

順
）。
※
西
＝
西
コ
ー
ス
、

中
＝
中
コ
ー
ス
、
東
＝
東
コ

ー
ス

　

▽
優
勝
＝
野
地
一
司
（
野

地
工
業
所
）
中
48
、
東
43
、

19
・
２
、
71
・
８
▽
準
優
勝

＝
松
原
兼
一
（
三
共
設
備
）

西

41
、
中

40
、
８
・
４
、

72
・
６
▽
３
位
＝
清
野
忠（
コ

バ
ッ
ク
ス
）中
39
、東
42
、８
・

４
、
72
・
６
▽
４
位
＝
木
村

淳
（
北
関
東
空
調
工
業
）
中

46
、
東
51
、
24
・
０
、
73
・

０
▽
５
位
＝
大
浪
喜
宗
（
オ

オ
ナ
ミ
）
中
46
、
東
54
、

26
・
４
、
73
・
６

　

‌

◆
23
年
度
入
試
受
験
者
募

集�​　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
会
津
は
、
電
気
配
管
設
備

科
の
２
０
２
３
年
度
一
般
入

学
試
験
受
験
者
を
募
集
し
て

い
る
。

　

同
課
で
は
電
気
設
備
、
給

排
水
設
備
、
冷
凍
空
調
の
各

技
術
で
２
年
間
の
総
合
的
な

教
育
訓
練
を
行
い
、
建
築
設

備
分
野
の
若
手
人
材
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。
試
験
詳
細

は
同
校
☎
０
２
４
１
（
27
）

３
２
２
１
ま
で
。

親

睦

ゴ

ル

フ

コ

ン

ペ

開

催

優
勝
は
野
地
さ
ん
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